
 

 

 

 

 

 

 
 

1980 年代 

後半～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年 

前半 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年 

後半 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1999 年～ 

2000 年 

前半 

百貨店 
 

 
 

・ｸﾘﾆｰｸ 

・ｲﾌﾟｻ 

・ｱﾍﾟｯｸｽｱｲ 

・ﾌﾟﾘｽｸﾘﾌﾟﾃｨﾌﾞ 

※ｸﾗﾗﾝｽ(ﾎﾞﾃﾞｨｹｱ) 

●個肌対応によるｽｷﾝｹｱﾌﾞｰﾑ。ｸﾘﾆｰｸのｺﾝﾋﾟｭｰﾀ診断にはじまり、科学的な肌質分析によるｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ高額ｽｷﾝｹｱのｱﾍﾟｯｸｽｱｲの登場により、 

 行きつくとこまでいった。無香料・無着色指向の商品が多数出廻った。 

 

●ﾌﾟﾘｽｸﾘﾌﾟﾃｨﾌﾞは初めてのﾍﾞｰｽﾒｲｸｶﾗｰ、ﾌﾙｵｰﾀﾞｰｼｽﾃﾑのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ。男性ｱｰﾁｽﾄを登用し、ﾒｲｸﾌﾞｰﾑの下地を作った。 

バラエティ 

ショップ 
 

 

 
 

・ｸﾚｰｼﾞｭ､ﾌﾞﾙｼﾞｮﾜ 

・ﾏﾘｸﾚｰﾙ､ｴﾃｭｾ 

・ｹｻﾗﾝﾊﾟｻﾗﾝ､ﾎﾋﾞｰﾌﾞﾗｳﾝ 

・ｲﾙﾏｷｱｰｼﾞｭ 

・ﾄﾞｸﾀｰｽﾞｺｽﾒ 

 (ﾘﾝ･ｻｸﾗｲ､ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄﾘｶﾊﾞｰ､ 

  ﾊﾞｲｵｺﾛｼﾞﾝ等) 

●多色展開のﾒｲｸﾌﾞﾗﾝﾄﾞや敏感肌対応ﾄﾞｸﾀｰｽﾞｽｷﾝｹｱｺｽﾒなど、ｿﾆｰﾌﾟﾗｻﾞ、ｼｮｯﾌﾟｲﾝ、ﾛｰｽﾞﾏﾘｰなどのﾊﾞﾗｴﾃｨｼｮｯﾌﾟを中心にｾﾙﾌ販売が活性。 

 消費者が自由にﾃｽﾀｰで試して、自分で納得して購入する…というｽﾀｲﾙが定着した。百貨店の美容部員の声かけに抵抗のあった若い 

 層を中心にﾌﾞｰﾑになった 

 

●この動向に着目し、資生堂はﾊﾞﾗｴﾃｨｼｮｯﾌﾟ向け、ｾﾙﾌﾌﾞﾗﾝﾄﾞの「ｴﾃｭｾ」を導入。 

 (ﾌﾟﾗﾝﾀﾝや丸井のﾊﾟｲﾛｯﾄ店ではｺﾝｻﾙも実施) 

百貨店 

 

第１次 

多ﾁｬﾈﾙ 

(海外/通販) 

ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ 
 

・ｱﾕｰﾗ 

・RMK ﾙﾐｺ、ｼｯｸｼｮｯｸ 

※ﾃﾞｨｵｰﾙ(ｽｳﾞｪﾙﾄ) 

・MAC 

・ﾗﾛｯｸ 

・FACE､IMAN 

・ﾋﾞｵﾃﾙﾑ､H20 ﾌﾟﾗｽ 

※ﾏﾂｷﾖﾌﾞｰﾑ 

 

●制度品ﾒｰｶｰのｱｳﾄｵﾌﾞ戦略の一環として、百貨店専用ﾌﾞﾗﾝﾄﾞが積極的に導入された。特に資生堂は、ｶｳﾝｾﾙとｾﾙﾌを合体させたはじめ 

 ての売場構成に加え、電話相談、通販など消費者双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝにも注力。 

 

●もう１つの大きなﾄﾚﾝﾄﾞとして、MAC にはじまった海外ﾒｲｸｱｯﾌﾟｱｰﾁｽﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾞｰﾑ。制度品ﾒｰｶｰも既存ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの新色ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽに、ｱｰﾁｽ 

 ﾄを起用し応戦した。MAC やﾗﾛｯｸが百貨店でﾒｼﾞｬｰに展開する中、ﾏｲﾅｰﾒｼﾞｬｰなｱｰﾁｽﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞも多ﾁｬﾈﾙで流通。消費者が常に New な話 

 題のﾌﾞﾗﾝﾄﾞを追いかける…という現象が生まれた(現在も続く傾向) 

 

●どこでも入手できるｺｽﾒは、割引特典のあるﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ利用が定着。と同時にﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱにおいても、ﾒｲｸｱｯﾌﾟｾﾙﾌﾌﾞﾗﾝﾄﾞの多ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 

 取扱がすすんだ。 

百貨店 

 

第２次 

多ﾁｬﾈﾙ 

(海外小売業、 

 ｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟ等 

 の台頭) 

・MAC、ﾎﾋﾞｰﾌﾞﾗｳﾝ 

・ｱﾅｽｲ 

・ｽﾃｨﾗ 

 

 

 

多ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化 

ｼｮｯﾌﾟ＝ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化 

ｺｽﾒｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟの台頭 

●百貨店化粧品売場は、ﾒｲｸｱﾄﾞﾊﾞｲｽを伴うｱｰﾁｽﾄ系ﾒｲｸｱｯﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞに注力。また、消費者を集めるﾌﾗｯｸﾞｼｮｯﾌﾟ的な効果を期待して、 

 ｱﾅｽｲやｼﾞﾙｻﾝﾀﾞｰなど、ﾌｧｯｼｮﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞのｺｽﾒ展開にも注目する動きがある。 

 

●制度品ﾒｰｶｰも新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞのﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽにｱｰﾁｽﾄを起用したり(ﾙﾅｿﾙ)、海外ｱｰﾁｽﾄﾌﾞﾗﾝﾄﾞの販売権を得るなど(ｽﾃｨﾗ、ﾗﾛｯｸ、ｳﾞｨﾝｾﾝﾄﾛﾝｺﾞ NY) 

 活発だが、MAC、ﾎﾋﾞｰﾌﾞﾗｳﾝの大々的展開に見るように、世界的なﾌﾞｰﾑになっている。 

 

●ｼｮｯﾌﾟ＝ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の新しい動きがある。新規参入の海外小売業のｾﾌｫﾗやﾌﾞｰﾂは自社 P.B を保有。女性が集まるｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｿﾞｰﾝ(ｳﾞｨｰﾅｽ 

 ﾌｫｰﾄ)には、ｺｽﾒﾌﾞﾗﾝﾄﾞ単独店が多くあり、ﾌｧｯｼｮﾝ業界と同様の展開でｺｽﾒが取扱われるようになっている。 

※化粧品研究 2000 

◆ｺｽﾒに関する小売業は、海外小売業の日本上陸もあり、売場自体のｺﾝｾﾌﾟﾄも多様化。既存店も、より差別性のあるﾌﾞﾗﾝﾄﾞ導入＝自店の個性化ということで、一気に多ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化の波(ﾌﾞｰﾑ) 

 が押し寄せている。現在のｺｽﾒ市場は、ﾁｬﾈﾙ(小売業)×ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ(ﾒｰｶ･卸･小売)の超ｸﾛｰｽｵｰﾊﾞｰ化現象の真ただ中である。 

コスメに関する小売業とブランドの流れ 

活性ﾁｬﾈﾙ 活性ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ コスメ市場動向 

株式会社ウィズプランニング 

https://ebisuplan.com/

